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出力インターフェイスがVLANインターフェイスになっているところがVLAN間
ルーティングの特徴です。

L3スイッチには、スイッチング、ルーティングの2つの動作がありますが、どち
らの動作をするかの判断基準は宛先のMACアドレスを見て決めます。

MACアドレスがL3スイッチ宛であればルーティングテーブルを見て転送を行い
ますし、MACアドレスがL3スイッチ宛でなければ、MACアドレステーブルを見て
スイッチングを行います。

例題� オリジナル問題

SV1とSV2でVLAN間ルーティングを行う場合、①の時点で流れているフ
レームはA　B　C　のうちどれになるか答えよ

L2SW L3SWSV1

SV2

IP：192.168.1.1/24

①

IP：192.168.2.1/24

A DA SA Ether Type
Length DATA FCS

B DA SA Ether Type
Length DATA FCS

C DA SA TPID TCI

TPID TCI

TPID TCI Ether Type
Length DATA FCS




